
兵庫県北播磨県民局 加西農業改良普及センター 2014年２月 

 

西脇市・多可町合同で「山田錦研修会」を開催 

 

(要約) 

2月 15日、多可町中央公民館で、西脇市・多可町担い手育成総合支援協議会が合同

で「山田錦」研修会を開催しました。山田錦生産者やＪＡ・市町関係者約 150 人が集

い、海外輸出の広がりを見せる高級日本酒の原料である酒米「山田錦」について、増

産政策と栽培技術、日本酒の将来展望について研修しました。 

(内容) 

平成 26年 2月 15日、多可町中央公民館で、西脇市・多可町担い手育成総合支援協

議会が合同で「山田錦」研修会を開催しました。昨年末から酒造好適米が生産数量目

標の枠外で生産可能となる政策が打ち出され、「山田錦」生産の多い、西脇市・多可町

でもＪＡが増産の推進をしています。そこで、施策を周知し、増産意欲を高めてもら

うため、西脇多可酒米振興会・北はりま山田錦部会後援で研修会を企画しました。 

あいさつの中で、地元選出の藤井衆議院議員は、酒米が生産調整の枠外で生産でき

る政策ができた経緯を説明され、山田錦を生産するこの地域のためにできた政策なの

で、ぜひ活用してほしいと訴えられました。 

研修会ではまず、普及センターからグレードアップ山田錦収量向上のための実証ほ

結果について紹介しました。次に近畿農政局神戸地域センターから、酒造好適米の政

策について、全農兵庫がグレードアップ兵庫県産山田錦の情勢と生産・販売方針につ

いて説明しました。 

続いて、「山田錦と日本酒の未来」と題して、日本酒販路コンサルタントの(株)ヴィ

ザヴィ神戸 代表取締役 山内真智子氏が講演されました。「日本酒の輸出は吟醸酒に

よって新たな需要が生まれ、和食のユネスコ無形文化遺産登録も追い風となり、今後

ますます伸びるだろう。栽培から精米、酒造りの工程は丁寧に手間暇かけて作られる、

それは日本の文化そのものであり、世界に誇る日本酒に山田錦はなくてはならないの

だ」と話され、参加した生産者は山田錦生産に対するモチベーションを高めたようで

す。 

普及センターは 26年度も山田錦の高品質高位安定生産にむけて、技術的なサポート

などの取り組みを強化します。 
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